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第
４
回
教
文
総
合
研
究
会

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
in
長
野

　

学
校
運
営
に
生
徒
と
保
護
者
が
参
加
し
て
教
職
員
と
共
同
し
て

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
全
国
交
流
集
会
は
本
年
度
で
24

年
目
と
な
り
、
12
月
６
日
・
７
日
に
長
野
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
全
国
連
絡
会
」
と
「
長
野
県
教

育
文
化
会
議
」
の
共
催
で
開
催
し
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
生
か

し
、
子
ど
も
の
参
加
と
意
見
表
明
権
を
保
障
し
た
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
実
践
を
中
心
に
報
告
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
私
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。
現
在
、
学
校

現
場
は
教
員
不
足
、
教
職
員
の
多
忙
化
で
大
変
で
す
。
ま
た
、
学

今号の記事

01-5
第 4 回総合研究会

開かれた学校づくり全国交流集会
06-07

第 4 回教文運営委員会報告
教文通信写真館

第 5 回総合研究会
（ジェンダー平等を考える）

アーカイブ配信情報
08

書籍紹介

　　発　行　所　

　　長野県教育文化会議
　　発　行　人　

　   田澤　秀子

教教文文
通信通信

教文通信写真館

凸レンズ（虫めがね）は、光を集める」のは常識ですが（左の写真）、それは「凸レンズの
屈折率＞周り（空気）の屈折率」だからです。では、「凸レンズの屈折率＜周りの屈折率」だっ
たら、どうなるでしょうか？　　　　　　　　　　　　　（エッセイの続きは７P）

全国の仲間と生徒と学んだ

開かれた学校づくり全国交流集会

光の屈折

写真とエッセイ：綿貫　京子さん（理科教育研究会　中野立志館高校）

左（空気中の寒天凸レンズの光の様子）    　　 右（サラダ油中の寒天凸レンズの光の様子）

12/6-7

高校会館



長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信　No. 306　(2025-10)　　　2026 年 3 月 4 日 発 行　　（2）

教文事務局へのメールは　kyobun.nagano-h@educas.jp

校
づ
く
り
の
面
で
も
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
生

徒
と
保
護
者
と
教
職
員
の
関
係
性
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
加
盟
だ
か
ら
入
ら
な
い
と
い
う

保
護
者
が
増
え
、
さ
ら
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
解
散
す
る
学
校
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
保
護
者
は
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
学
校
の
仕
事
を
押
し
付
け
、
い
つ
も
一
方
的
な
学
校

の
説
明
ば
か
り
で
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
は
聞
い
て
く
れ

な
い
か
ら
」
と
述
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
文
科
省
の
「
匿
名

性
を
担
保
し
た
学
校
評
価
」
で
カ
ス
ハ
ラ
と
も
バ
ッ
シ
ン

グ
と
も
い
え
る
よ
う
な
保
護
者
の
記
述
が
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
の
「
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
」
も
同
じ

よ
う
に
バ
ッ
シ
ン
グ
ま
が
い
の
記
述
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
大
学
生
に
聞
く
と
「
高
校
ま
で
校
則
や
授
業

に
つ
い
て
意
見
表
明
し
て
話
し
合
う
場
が
な
く
、
校
則
改

善
要
望
を
生
徒
会
で
出
し
て
も
理
由
も
言
わ
ず
に
却
下
さ

れ
る
か
ら
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
」
と
の
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
背
景
に
は
、
２
０
０
６
年
の
教
育
基
本
法
改
訂
で

新
た
に
「
規
律
教
育
」
が
入
り
、
翌
年
文
科
省
が
「
問
題

行
動
を
起
こ
す
児
童
・
生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行

う
よ
う
」
通
知
し
た
こ
と
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
校
則
が
細
か

く
な
り
、
指
導
が
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
よ
う
や
く
「
こ
ど
も
基
本
法
」
と
「
改
訂
生
徒
指
導

提
要
」
で
子
ど
も
の
声
を
聴
い
て
校
則
な
ど
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
指

導
と
い
う
規
律
統
制
指
導
が
教
員
・
生
徒
の
自
由
を
縛
っ

て
い
ま
す
。
特
に
義
務
教
育
現
場
で
の
い
じ
め
・
不
登
校
・

そ
し
て
小
学
校
で
の
暴
力
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
学
校
に

自
由
が
な
く
、
三
者
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
お
互
い
の
意

見
を
聞
き
、
話
し
合
う
こ
と
が
な
い
の
で
一
方
的
な
攻
撃

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

全
体
会
で
は
、
辰
野
高
校
・
岡
谷
東
高
校
・
箕
輪
進
修

高
校
か
ら
、
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
の
三
者
で
定
期
的

に
学
校
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
校
則
や
授
業
や
施

設
・
設
備
な
ど
を
改
善
し
て
い
る
「
三
者
協
議
会
」
の
実

践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
深
志
高
校
か
ら
生

徒
会
自
治
の
取
り
組
み
と
、
生
徒
会
と
学
校
周
辺
の
４
つ

の
町
内
会
と
の
意
見
交
換
会
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
部
活
動
の
音(

吹
奏
楽
な
ど)

に
近
隣
住

民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
生
徒
会
が
町
内
会
に
呼
び
か

け
て
、
学
校
・
生
徒
会
・
住
民
の
三
者
に
よ
る
地
域
フ
ォ
ー

開かれた学校づくり全国交流集会 in 長野
集会概要

■ 6 日（土）全体集会
　　「長野県における三者協議会の実践と　　　　　
　　　　　　　　　　　　　生徒会自治の展開」
＜発表者＞
　・松本市立丸ノ内中学校 坂口俊樹さん
　　「自由服登校プロジェクト」
　・元松本深志高校　林 直哉さん
　　「生徒会自治と鼎談深志」
　・岡谷東高校　西澤久美子さん、栁澤欣吾さん、
　　　　　　　　櫻井玲美さん、生徒のみなさん 
　　「PTS 協議会」
　・県立辰野高校　丸山末広さん、宮下与兵衛さん 
　　「三者協議会」
　・県立箕輪進修高校　佐藤優奈さん 
　　「箕進未来プロジェクト」

■ 7 日（日） 分科会 (3 分科会 )
①「生徒参加の学校づくり」
＜発表者＞
　・佐久市立野沢中学校　井出 岳さん
　・県立小海高校卒業生　由井 聖さん 小林嘉孝さん
　・県立軽井沢高校　五十嵐開智さん
　・県立伊那北高校　内山由香里さん

②「生徒参加の地域づくり」
＜発表者＞
　・県立中野西高校　田中崇雄さん
　・県立大町岳陽高校　相馬真巳子さん
　・県立松川高校　菅沼節子さん、木下哲郎さん

③「生徒・学生交流会」 
　第一部 三者協議会など
　　　　　　　　生徒による学校づくりの実践報告
　・私立太平洋学園高校生徒会 ( 高知市 )
　・長野県辰野高校生徒会

　第二部 テーマ別意見交流（しゃべり場）
　1) 生徒会活動・校則改善・学校行事
　2) 進路選択・大学生活
　3) 地域とのつながり・ボランティア
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か
り
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
の
で
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
全
国
交
流
集
会

実
行
委
員
長　
　

宮
下
与
兵
衛

ラ
ム
「
鼎
談(

て
い
だ
ん)

深
志
」
を
発
足
さ
せ
、
話
し

合
い
と
騒
音
対
策
を
す
す
め
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
放
送
部
の
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
映
像
作
品
に
ま

と
め
ら
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

松
本
市
丸
ノ
内
中
学
校
か
ら
は
自
由
服
登
校
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
校
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

が
探
究
の
時
間
で
学
校
の
制
服
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て

み
る
と
２
０
０
２
年
ま
で
自
由
服
登
校
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
、
生
徒
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
対
話
を
重
ね
て
、
服
装
と
校

則
に
つ
い
て
の
全
校
討
論
会
を
行
い
「
全
校
自
由
服
登
校

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
全
校
ア
ン
ケ
ー

ト
や
討
論
で
合
意
す
れ
ば
自
由
服
に
踏
み
切
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

分
科
会
は
「
生
徒
参
加
の
学
校
づ
く
り
」「
生
徒
参
加

の
地
域
づ
く
り
」「
生
徒
・
学
生
交
流
会
」
の
３
つ
の
テ
ー

マ
で
行
い
ま
し
た
。「
学
校
づ
く
り
」
で
は
、
中
学
か
ら

は
学
校
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
管
理
に
よ
る
同
調
圧
力
や
「
適

応
主
義
」
に
苦
し
ん
で
い
る
生
徒
を
励
ま
し
て
意
見
表
明

を
支
え
自
治
的
活
動
を
す
す
め
て
い
る
実
践
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
小
海
高
校
か
ら
は
生
徒
会
が
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
制
服
の
校
則
を
変
え
る
陳
情
書
を
職
員
会
に
提
出

し
、
10
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
は
男
女
と
も
セ
ー
タ
ー
の

み
で
登
校
で
き
る
こ
と
を
実
現
し
た
報
告
で
し
た
。
軽
井

沢
高
校
か
ら
は
１
９
９
９
年
か
ら
続
く
「
三
者
協
議
会
」

で
制
服
問
題
や
施
設
設
備
の
改
善
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
伊
那
北
高
校
か
ら
は
、

探
究
学
習
の
取
り
組
み
か
ら
学
校
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
合
併

の
対
象
校
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
生
徒
が
県
教
委

の
担
当
者
を
呼
ん
で
討
論
会
を
し
た
こ
と(

そ
の
生
徒
が

今
回
の
生
徒
・
学
生
分
科
会
の
運
営
を
し
た
筑
波
大
学
の

学
生
で
す)

、
市
議
会
議
員
と
の
交
流
や
駅
前
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
活
動
」
で
は
、
大
町
岳
陽
高
校
生
徒
会
か
ら
41

年
間
続
け
て
い
る
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
難
民
支
援
運
動
」

(

地
域
住
民
か
ら
集
め
た
支
援
物
資
を
バ
ザ
ー
用
品
販
売

で
得
た
輸
送
費
で
送
る
活
動)

の
報
告
、
中
野
西
高
校
生

徒
会
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
２
０
１
４
年
か
ら

続
け
て
い
る
森
林
再
生
の
育
樹
・
植
樹
の
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
松
川
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
か
ら
は

14
年
間
続
け
て
き
た
「
東
北
・
能
登
支
援
継
続
交
流
活
動
」

(

地
元
の
リ
ン
ゴ
農
家
の
手
伝
い
を
し
て
リ
ン
ゴ
を
被
災

地
に
送
る)

、「
国
際
交
流
・
支
援
活
動
」(

イ
ラ
ク
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
へ)

、「
満
蒙
開
拓

平
和
祈
念
館
で
の
ガ
イ
ド
・
語
り
部
活
動
」
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
生
徒
・
学
生
分
科
会
」
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
か

ら
30
人
が
参
加
し
て
、
辰
野
高
校
生
徒
会
と
高
知
の
太
平

洋
学
園
高
校
生
徒
会
か
ら
「
三
者
協
議
会
」
の
活
動
報
告

を
聞
き
、
そ
の
後
、
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
①
生
徒
会

活
動
・
校
則
改
善
・
行
事
、
②
進
路
選
択
・
大
学
生
活
、

③
地
域
と
の
つ
な
が
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
テ
ー
マ
別
の

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
会
に
は
、
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で

１
０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
教
育
学
を

学
ぶ
大
学
生
が
参
加
し
て
、
新
た
に
全
国
連
絡
会
に
も
加

入
す
る
学
生
が
増
え
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
し
た
。「
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
全
国
連
絡
会
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
国
の
取
り
組
み
の
様
子
が
分

12/6

１日目

全
体
会

◆
開
会
行
事
：
あ
い
さ
つ

①
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
全
国
連
絡
会　

宮
下
さ
ん

②
長
野
県
教
文
会
議　

田
澤
さ
ん

◆
レ
ポ
ー
ト

①
松
本
市
立
丸
ノ
内
中
学
校　

坂
口　

俊
樹
さ
ん

「
子
ど
も
が
主
人
公
の
や
わ
ら
か
な
学
校
づ
く
り
」

　

・
令
和
５
～
６
年
：
県
学
び
の
パ
イ
オ
ニ
ア
校　
　

　

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
忠
恕
の
時
間
」

　
　

１
年
：
学
び
方
を
学
ぶ

　
　

２
・
３
年
：
自
ら
の
テ
ー
マ
を
２
年
間
か
け
て
じ
っ

　
　

く
り
探
究

質
疑

☆
長
野
吉
田　

高
橋
さ
ん

　

・
こ
れ
ま
で
の
服
装
の
規
定
は
？ 

　

―
式
服
が
あ
る
が
、
決
ま
っ
た
制
服
は
な
い
（
自
由　

　
　

度
の
高
い
制
服
）

　
・
保
護
者
通
知
に
「
す
ぐ
に
移
行
す
る
も
の
で
は
な
い
」

　
　

と
明
記
し
た
理
由
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―
保
護
者
の
不
安
感
も
伺
え
た
た
め
、
明
記
は
避
け
た

　
・「
今
後
の
検
討
」に
つ
い
て
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
？

　
　

―
子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
決
め
て
い
る

　
　

途
中
（
週
間
を
月
間
に
す
る
、
な
ど
）

レ
ポ
ー
ト
②　

元
松
本
深
志
高
校
教
諭　

林　

直
哉
さ
ん

　
「
鼎
談
深
志
と
折
衝
会
」　

　

◎
深
志
の
「
３
つ
の
な
い
」

　
　

―
校
則
、
体
育
祭
（
文
化
祭
に
集
約
）、
制
服　

　
　

※
生
徒
の
自
主
性
を
尊
重

　

◎
折
衝
会
（
生
徒
会
予
算
配
分
折
衝
）
の
３
つ
の
な
い

　
　

―
決
定
事
項
は
次
年
度
に
持
ち
越
さ
な
い
、
説
明
で

　
　

き
な
い
要
求
は
認
め
な
い
、
聖
域
を
設
け
な
い
（
※

　
　

参
加
生
徒
の
協
議
で
決
定
）

　

◎
鼎
談
深
志 

―
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
地
域
・
学
校
間

　
　

で
問
題
を
解
決

　
　

(

ex 
学
校
か
ら
出
る
音
に
関
す
る
意
見
交
換
会)

　
　

→
成
立
し
た
ポ
イ
ン
ト　

　
　

・
中
心
人
物
が
町
会
長
を
口
説
い
た

　
　

 

・
短
期
間
に
５
回
の
訪
問

　
　

 

・
生
徒
自
身
が
動
い
た

　
　

 

・
深
志
に
根
付
い
た
校
風

　
　
　

反
対
意
見
は
あ
っ
た
が
、
ス
ト
ッ
プ
は
な
か
っ
た

　
　

・「
生
徒
は
３
年
、
教
師
は
１
０
年
、
地
域
は
一
生
」

　
　
　

の
気
持
ち

　
　

→
現
在
は 

― 

・
年
１
回
の
開
催

　
　

 

・
毎
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
配
布（
今
年
１
０
０
号
）

　
　

 

・
１
２
月
に
地
域
住
民
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン　

　
　
　

サ
ー
ト
開
催

　
　

 

・
避
難
所
、
防
災
、
協
働
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

レ
ポ
ー
ト
③

岡
谷
東
高
校　

西
澤　

久
美
子
さ
ん
、

栁
澤　

欣
吾
さ
ん
、

生
徒
の
皆
さ
ん

　
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
協
議
会
」

　

・
２
０
０
５
年
高  

　

校
再
編
時
に
Ｐ
Ｔ

　

Ｓ
１
回
目
の
転
機
、

　

よ
り
良
い
学
校
に

　

つ
い
て
考
え
る
契
機
に

　
（
岡
谷
南
高
校
側
か
ら
、
統
合
へ
の
大
反
対
）

　

・
コ
ロ
ナ
禍
後
に
復
活
せ
ず 

　

→
土
曜
開
催
に
よ
る
生
徒
へ
の
負
担
、
教
員
の
負
担

　

・
２
０
２
２
年
２
回
目
の
転
機 

　

→
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
休
止
or
存
続 

　

→ 

「
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
貴
重
な
機
会
」
と
し
て

　
　

存
続

　

・
２
０
２
３
後
半
～
２
０
２
４
前
半
の
協
議
題
「
東
高

　
　

祭
の
時
く
ら
い
、
メ
イ
ク
と
か
を
楽
し
み
た
い
」

　

→ 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
協
議
会
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
原

　
　

因
に

　
　

思
い
は
あ
る
が
、「
対
立
は
望
ま
な
か
っ
た
」

　

→ 

そ
れ
ま
で
に
築
か
れ
て
い
た
教
員
と
生
徒
の
関
係

    

・
２
０
２
４
年
後
半
～
「
東
高
の
よ
り
良
い
と
こ
ろ
」

　

・
今
後
の
課
題 

　

―
全
校
生
徒
を
も
っ
と
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い

　
　

教
員
の
無
関
心
（
多
忙
さ
に
よ
る
も
の
か
）、
協
議

　
　

会
に
参
加
す
る
こ
と
へ
負
担
感

質
疑

全
国
連　

植
田
さ
ん

　

・
良
い
学
校
と
は
何
か 

　

―
あ
い
さ
つ
、
礼
儀
、
時
間
を
守
れ
る
こ
と

　

―
生
徒
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
三
者
の
意
見
を
取
り
入

　
　

れ
な
が
ら
、
ま
と
め
て
い
こ
う
と
し
て
進
め
た
こ
と

　
　

が
、
よ
り
良
い
学
校
へ
の
第
一
歩

レ
ポ
ー
ト
④
辰
野
高
校　

丸
山　

末
広
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

与
兵
衛
さ
ん　

「
辰
野
高
校
三
者
協
議
会　

２
９
年
の
歩
み
」

　

・
年
２
回
の
開
催

　

―
授
業
改
善
に
向
け
て
、
生
徒
と
教
員
が
協
働
し
て
取

　
　

り
組
む

　
　
（
教
員
へ
の
個
人
攻
撃
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

　
　

っ
た
）

　

―
校
則
の
改
善

　

―
施
設
、
設
備
の
改
善

　

・
ク
ラ
ス
討
論
し
た
生
徒
の
意
見
を
、
生
徒
会
執
行
部

　
　

が
き
ち
ん
と
集
約
し
、
生
徒
総
会
で
提
案
し
て
決
議

　

・
生
徒
参
加
の
な
い
「
開
か
れ
た
学
校
」
は
効
果
な
し

　

・
参
加
と
共
同
で
、
生
徒
も
大
人
も
成
長
す
る

　

・「
自
分
た
ち
で
で
き
る
か
ら
、
こ
の
ル
ー
ル
は
や
め

　
　

て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い

レ
ポ
ー
ト
⑤
箕
輪
進
修
高
校　

佐
藤　

優
奈
さ
ん　

「
多
部
制
高
校
の
生
徒
会
活
動
」

　

・
生
徒
会
組
織
は
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
Ⅲ
部
に
分
か
れ
る

　

・
箕
進
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　

―
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
員
、
生
徒
で
行
い
三
者
協
議
会

　

―
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う



（5）　　 長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信　No. 306　(2025-10)　　　　2026 年 3 月 4 日 発 行

教文 HP は「長野県教文会議」   https://kyobun-kaigi.org/

　

―
生
徒
会
役
員
が
司
会
、
記
録
発
表
を
行
う

   

―
昨
年
度
の
テ
ー
マ

　
　
「
誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
学
校
に
し
て
い
く
た
め
に

　
　

必
要
な
こ
と
」

　
　
「
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
部
間
の
交
流
や
、
地
域
の
方
々
と
の

　
　

交
流
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
」

   

―
意
見
の
運
用
例
→
文
化
祭
で
の
「
あ
り
が
と
う
プ
ロ

　
　

ジ
ェ
ク
ト
」

　
　

広
報
の
方
法
も
工
夫
し
た
（
役
場
や
公
民
館
へ
の
掲

　
　

示
、
多
言
語
で
の
広
報
な
ど
）

◆
全
体
討
論

レ
ポ
ー
ト
①
に
つ
い
て

☆
帝
京
科
学
大
学　

福
田
さ
ん

　

・「
生
徒
た
ち
の
今
後
の
探
求
へ
の
関
心
、
意
欲
は
？
」

　

―
今
の
流
れ
を
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。
新
年
度
の
生

　
　

徒
会
の
子
た
ち
と
話
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

　

・「
校
長
先
生
が
考
え
る
自
治
と
は
」

　

―
協
働
し
な
が
ら
、
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

☆
全
国
連　

植
田
さ
ん

　
「
生
徒
た
ち
の
頼
り
ど
こ
ろ
は
？
」

　

―
新
生
徒
会
の
生
徒
た
ち
。
目
指
す
も
の
へ
の
明
確
さ

　
　

が
も
う
少
し
欲
し
い
。
職
員
、
生
徒
と
一
緒
に
進
め

　
　

て
い
き
た
い
（
定
例
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
検

　
　

討
中
）

・
全
国
連　

日
向
さ
ん

　

― 

子
ど
も
た
ち
の
秘
め
た
力
に
感
動
し
た

レ
ポ
ー
ト
②
に
つ
い
て

☆
全
国
連　

松
林
さ
ん

　

・「
折
衝
会
で
の
生
徒
の
決
め
方
に
、
疑
問
が
出
る
こ

　
　

と
は
な
か
っ
た
の
か
」

　

―
開
催
期
間
一
週
間
の
中
で
、
顧
問
（
見
え
ざ
る
手
）

　
　

と
も
話
し
合
い
を
進
め
る
。
予
算
を
決
め
る
こ
と
が

　
　

ル
ー
ル
で
は
な
く
、
予
算
を
決
め
る
た
め
の
ル
ー
ル

　
　

を
決
め
て
い
く
こ
と
が
ル
ー
ル
）。
不
完
全
な
も
の

　
　

な
の
で
、
不
合
理
さ
も
あ
る
。
だ
か
ら
協
議
事
項
を

　
　

次
年
度
に
は
持
ち
越
さ
な
い

☆
全
国
連　

植
田
さ
ん

　

・「
部
活
動
予
算
の
増
額
も
考
え
て
い
け
る
の
か
」

　

―
可
能
で
は
あ
る
。
ど
う
し
て
も
収
ま
ら
な
い
場
合
に

　
　

増
額
を
考
え
る
こ
と
も
。

レ
ポ
ー
ト
③
に
つ
い
て

☆
全
国
連　

植
田
さ
ん

　

・「
な
ぜ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
）
で
は
な

　
　

い
の
か
」

　

―
特
に
意
識
は
し
て
い
な
い
。
生
徒
が
中
心
と
い
う
思

　
　

い
は
常
に
持
ち
つ
つ
、
保
護
者
の
力
は
欠
か
す
こ
と

　
　

の
で
き
な
い
も
の
と
い
う
考
え
が
あ
る
（
あ
っ
た
）

　
　

の
で
は
。

レ
ポ
ー
ト
④
⑤
に
つ
い
て

※
特
に
な
し

◆
全
体
を
通
し
て

・
自
治
体
と
コ
ラ
ボ
し
た,
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ

　

く
取
り
組
み
事
例
は
あ
る
の
か

　

―
松
本
市
に
は
小
学
生
た
ち
が
市
長
な
ど
に
提
言
す
る

　
　

場
が
あ
る
（
丸
ノ
内
中　

堀
内
さ
ん
）

　

―
日
照
権
を
め
ぐ
る
子
ど
も
た
ち
の
訴
え
が
、
運
動
に

　
　

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

　

―
地
域
の
課
題
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
関　

　
　

わ
っ
て
い
く
事
例
も
あ
る

・
生
徒
の
発
言
が
攻
撃
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
ど
の

　

よ
う
に
学
級
討
議
の
持
っ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
う
な
る

　

ま
で
の
経
緯
は
？

　

―
生
徒
会
に
す
べ
て
持
ち
上
げ
る
こ
と
は
や
め
た
。

　

―
方
々
か
ら
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
く

　
　

な
る
が
、「
個
人
攻
撃
を
し
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル

　
　

を
作
っ
た
。（
ク
ラ
ス
討
議
の
際
）
担
任
や
副
担
は

　
　

一
切
口
を
出
さ
な
い
。
ク
ラ
ス
で
意
見
を
ま
と
め
て

　
　

提
案
。
す
べ
て
を
提
案
す
る
こ
と
は
し
な
い
、
ク
ラ

　
　

ス
の
意
見
を
ま
と
め
て
提
案
す
る
。

・
良
い
学
校
と
は
何
か

　

―
「
よ
り
良
い
学
校
」
の
た
め
の
三
者
協
議
会
で
あ
っ

　
　

て
ほ
し
い

　

―
教
師
と
生
徒
の
相
互
理
解
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境

　
　

の
あ
る
学
校

　

―
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
そ
の
時
々
で
で
き
る
こ

　
　

と
を
考
え
合
っ
て
い
く
（
時
代
、学
校
の
様
相
な
ど
）

　

―
子
ど
も
の
居
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
今
の
時
代
、
学

　
　

校
だ
け
で
と
か
、
家
庭
だ
け
で
何
か
を
し
よ
う
と　

　
　

い
う
の
は
厳
し
く
な
っ

　
　

て
き
て
い
る
時
代
。
そ

　
　

の
よ
う
な
時
代
に
お
い

　
　

て
、
学
校
の
意
味
を
考

　
　

え
る
必
要
が
あ
る
の
で

　
　

は
。

　
　

２
日
目
分
科
会
は

　
　

次
号
で
ご
紹
介
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校
長
が
勝
手
に
決
め
て
職
員
に
丸
投
げ
の
実
態
も

　

〇
提
案

・
日
程
に
つ
い
て　

資
料
：

・
態
勢
確
立
学
習
交
流
集
会
（
教
文
新
旧
支
部
事
務
局
長
会

　

３
月
20
日
（
土
）　

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

・
第
１
回
総
合
研
究
会

　

４
月
11
日
（
土
）　

午
前　

授
業
とAI

・
教
文
委
員
総
会

　

４
月11

日
（
土
）
午
後

・
第
１
回　

県
教
研
分
科
会
役
員
会　

↓　

教
文
と
し
て
の
検
討

・
教
文
定
期
代
議
員
会　

↓　

高
体
連
大
会
等
加
味
し
な
が
ら
検
討

・
会
計
の
ま
と
め
に
つ
い
て　

各
研
究
会
へ
の
お
願
い

　

出
納
帳
・
証
拠
書
類
を
本
部
へ
残
金
は
持
参
か
振
込
（
手
数
料
も
記
載
）

・
支
部
会
計　

一
括
引
き
去
り
可
能

　

様
々
な
経
由
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
26
は
支
部
で
検
討

　

支
部
か
ら
の
名
簿
を
も
と
に
引
き
去
り

〇
５
月
県
教
研
の
役
員
会
に
つ
い
て
審
議
（
例
年
GW
最
終
日
）

　

・
平
日
の
18
時
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
定
時
制
の
職
員
は
出
ら

　
　

れ
な
い
。
ま
た
、（
定
時
制
以
外
で
も
）
平
日
だ
と
急
な
業
務
対
応

　
　

へ
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
代
役
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
ず
、
対

　
　

応
が
で
き
な
く
な
る
（
欠
席
に
な
っ
て
し
ま
う
）
の
で
は
？

　

・
常
任
委
員
会
で
も
同
様
の
意
見
出
た
。

　

・
平
日
は
論
外
。
早
い
段
階
で
予
定
立
て
ら
れ
る
よ
う
案
内
し
て
い

　
　

た
だ
け
れ
ば
そ
れ
で
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

↓　

例
年
通
り
、
GW
最
終
日　

５
／
６
を
提
案

〇
定
期
代
議
員
会　

６
／
６
の
日
程
に
つ
い
て
審
議

　

・
県
大
会
と
重
複
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
学
校
・
部
活
で
は
な
い
。

　
　

や
り
く
り
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
ど
う
か

　

・
一
週
後
も
吹
奏
楽
県
大
会
が
あ
り
、
文
化
祭
に
も
影
響

　
　

↓　

例
年
並
み
の
６
／
６
で
決
定

・『
え
で
ゅ
き
ゅ
る
』
の
研
究
会
紹
介　

　

２
月
末
を
め
ど
に
26
年
用
原
稿
を
。
活
動
の
写
真
も
。

３
．
支
部
活
動
総
括

・
資
料
を
も
と
に
説
明

・
支
部
に
よ
っ
て
は
、
25
年
度
事
務
局
長
選
出
が
で
き
ず
、
事
務
局
体
制

　

組
め
な
か
っ
た
。
支
部
教
文
委
員
会
で
き
ず
支
部
教
研
実
施
で
き
ず
。

　

該
当
支
部
で
は
、
次
年
度
に
向
け
教
文
体
制
構
築
を
議
論
中
。

日
時
：
２
０
２
６
年
２
月
14
日
（
土
）

場
所
：
松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

司
会
：
常
任
・
吉
沢
道
夫
（
長
野
西
高
）
記
録
：
常
任
・
鈴
木
実

１
．
開
会　

議
長
（
田
澤
秀
子
）
あ
い
さ
つ

・
研
究
会
の
運
営
・
参
加
へ
の
課
題

・
職
場
教
研
・
自
主
研
修
の
場
づ
く
り
へ
の
討
議
を
深
め
て

２
．
情
勢
・
経
過
報
告
、
提
起
（
事
務
局
）

・
観
点
別
評
価
の
変
更　

次
期
学
習
指
導
要
領2032

年
高
校
へ

　

提
起　
「
授
業
の
余
白
を
つ
く
る
」（
増
単
・
減
単
、
学
校
設
定
科
目
等
）

　

た
だ
し
資
質
能
力
論
（
法
定
）
は
変
わ
っ
て
い
な
い

　

態
度
評
定
↓
個
人
内
評
価
へ
切
り
替
わ
り

・
県
教
委
「
県
立
高
校
の
さ
ら
な
る
特
色
化
」

　

色
分
け
単
純
化
の
是
非
、
特
色
化
競
争
に
な
っ
て
い
な
い
か

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
育
の
推
進

・
遠
隔
教
育

・
日
本
の
同
僚
性　

小
中
学
校
で
低
下

　

例
）
教
材
の
共
有
も
減
っ
て
い
る

・
教
職
員
研
修
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｔ

　

正
式
に
は
管
制
研
修
し
か
入
力
で
き
な
い

　

履
歴
部
分
に
任
意
と
し
て
教
文
会
議
の
研
修

　

を
入
力
し
て
い
く

　

強
制
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
済
み　

　

参
考
：
「
研
修
履
歴
の
記
録
及
び
研
修
履
歴

　

を
活
用
し
た
対
話
に
基
づ　

く
受
講
奨
励
に

　

つ
い
て
」（
校
長
手
持
ち
用
資
料
）

・
初
任
者
研
修
制
度
分
会
ア
ン
ケ
ー
ト

　

初
任
者
の
負
担
は
減
っ
て
き
て
い
る
が

　

指
導
教
員
の
負
担
は　

増
え
て
い
る

・
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー　

５
名
教
員

26
年
度
実
証
実
験
：
全
日
４　

定
時
制
３

　

不
登
校
生
徒
へ
学
習
機
会
保
障
型　

　

懸
念
26
項
目
：
実
現
可
能
性　

・
特
色
化

　
「
特
色
化
」
は
高
校
再
編
室
が
担
当
し
て
い
る
。

　

知
事
の
意
向
？

日
時
：
２
０
２
６
年
２
月
14
日
（
土
）

第
４
回
教
文
運
営
委
員
会
開
催

２
月
14
日
︵
土
︶
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

４
．
研
究
会
活
動
総
括

・
資
料
を
基
に
説
明

〇
特
筆
事
項
・
課
題

・
評
価
方
法
の
検
証
必
要
。
研
究
会
の
ネ
タ
ほ
し
い

・
県
教
研
以
外
で
の
活
動
で
き
て
い
な
い
。
正
副
会
長
の
み
で
一
般
参
加

　

に
課
題

・
県
教
研
ズ
ー
ム
や
り
に
く
い
。
義
務
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
が
多
い
が
官
製

　

研
修
か
ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
高
校
は
逆
に
少
な
い
。

・
学
術
的
な
テ
ー
マ
だ
と
参
加
者
が
増
え
た
（
20
名
）。
大
学
の
先
生
の

　

入
試
問
題
の
裏
話
な
ど
も
あ
り
充
実
。
教
員
自
身
が
ま
ず
勉
強
す
る
機

　

会
の
必
要
性
を
痛
感

・
支
部
を
中
心
で
の
企
画
・
実
施
に
課
題
。

・
探
究
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
印
象
。

・
役
員
体
制
再
検
討
に
よ
り
負
担
軽
減
を
追
求
。

・
単
年
度
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
年
度
を
ま
た
い
だ
継
続
的
な
課
題
研
究
の

　

取
り
組
み
の
レ
ポ
ー
ト
。

・
Ｎ
Ｓ
Ｄ
報
告
書
の
対
象
は
ほ
と
ん
ど
技
術
系
。
既
存
校
舎
の
改
修
工
事

　
（
ロ
ー
リ
ン
グ
工
法
）
は
生
徒
・
教
員
の
生
活
環
境
に
負
担
。
設
計
者

　

は
生
徒
の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
。
現
場
の
生
徒
の
状
況
を
設
計

　

に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
（
技
術
）

・
基
礎
形
成
期
過
程
の
教
諭
の
会
員
入
会
12
名
（
新
規
・
産
育
休
代
替
等
）。

　

会
員
減
少
に
よ
る
役
員
負
担
解
消
の
た
め
の
検
討
部
会
。
解
決
策
が
見

　

え
て
き
た
。

・
全
県
研
究
会
の
出
張
参
加
時
、
学
校
長
か
ら
根
拠
資
料
を
求
め
ら
れ
る

　

ケ
ー
ス
あ
り
。
提
出
用
資
料
や
、
研
修
履
歴
・
代
休
と
れ
る
こ
と
な
ど

　

の
周
知
資
料
の
作
成
を
要
望
。

　

↓
討
論
へ
（
司
会
）

・
役
員
負
担
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

・
学
校
統
廃
合
で
地
域
・
子
ど
も
た
ち
の
声
が
を
無
視
さ
れ
て
い
る
。

・
支
部
と
研
究
会
と
の
コ
ラ
ボ
で
講
演
会
を
実
施
。

・
外
国
由
来
生
徒
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
コ
ラ
ボ
で
の
企
画
を
検
討
中

・
県
教
研
の
提
出
レ
ポ
ー
ト
な
し
が
課
題
。

・
研
究
会
統
合
で
、
国
際
平
和
の
観
点
に
、
環
境
問
題
（
人
間
中
心
主
義

か
ら
生
態
系
中
心
主
義
）
の
新
た
な
視
点
が
あ
り
学
び
に
な
っ
た
。

・
県
教
研
で
教
育
格
差
と
進
路
指
導
で
合
同
。
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
は

　

参
集
の
方
式
で
や
り
た
い

・
役
員
体
制
厳
し
い
。
ワ
ン
オ
ペ
状
態
。
調
査
活
動
は
継
続
し
た
い
。

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
総
合
研
究
会
は
注
目
度
高
く
、
参
加
者
多
か
っ
た
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
大
事
。
若
い
人
た
ち
も
興
味
を
示
し
て
く
れ
る

・
職
場
と
組
合
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
点
検
を
求
め
る
。
従
来
の

　

男
性
を
中
心
と
し
た
働
き
方
で
は
な
い
方
向
、
働
き
方
改
革
を
。
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第
５
回
総
合
研
究
会

﹁
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
教
育
を
考
え
る
﹂

５
．
討
論

〇
出
張
の
取
扱

事
務
局
：
高
教
組
と
高
校
教
育
課
と
の
確
認
事
項
か
ら

・
支
部
教
研
・
県
教
研
・
全
国
教
研
は
組
合
的
な
要
素
強
い
の
で
研
修
と

　

は
認
め
ら
れ
な
い

・「
教
文
」
の
名
称
を
発
出
文
書
に
使
わ
な
け
れ
ば
、
教
特
法
の
22
条
に

　

該
当
す
る
の
で
研
修
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
講
長
あ
て
文

　

書
は
研
究
会
長
名
で
出
す
な
ど
工
夫
を
し
て
い
る
。

・
教
特
法
22
条
を
適
用
す
る
と
職
専
免
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か

　

ら
、
出
張
扱
い
に
で
き
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

・
公
務
出
張
扱
い
に
は
で
き
る
が
、
校
長
に
よ
っ
て
旅
費
支
出
の
対
応
が

　

変
わ
る
（
旅
費
付
き
、
旅
費
別
途
）。
出
張
旅
費
が
出
な
い
場
合
は
教

　

文
会
議
か
ら
旅
費
を
出
し
て
い
る
。

・
理
科
全
県
研
究
会
で
は
、
県
の
話
し
合
い
が
浸
透
し
、
学
校
出
張
あ
り
。

・
法
定
研
修
の
校
外
研
修
の
Ｂ
（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ⅲ
）
は
、総
合
研
究
会
・

　

全
県
研
究
会
を
研
修
と
す
る
こ
と
が
可
能
。

〇
担
任
手
当
に
つ
い
て

・
按
分
支
給
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
職
場
の
状
況
を
確
認
し
て
困
難
が

　

あ
れ
ば
そ
れ
を
皆
で
分
か
つ
、
業
務
が
平
準
化
で
き
た
そ
の
先
に
按
分

　

支
給
が
あ
る
と
い
う
考
え
（
高
教
組
）。

・
職
場
の
議
論
と
意
思
を
尊
重
。

・
高
校
現
場
は
按
分
支
給
の
学
校
も
あ
る
が
、
暫
定
的
に
担
任
の
み
支
給
、

　

そ
の
後
再
検
討
が
多
い
。
義
務
は
６
割
が
按
分
支
給
。

・
職
場
の
中
で
苦
労
を
し
て
い
る
人
が
い
な
い
か
ど
う
か
、
案
分
支
給
の

　

議
論
の
前
に
、
職
場
の
在
り
方
や
業
務
負
担
の
平
準
化
の
議
論
を
。

〇
コ
ラ
ボ
企
画
に
つ
い
て

・
コ
ラ
ボ
で
活
動
を
再
開
で
き
て
い
る
研
究
会
が
あ
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
会

　

員
に
知
ら
せ
て
コ
ラ
ボ
企
画
で
内
容
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。

・
学
校
関
係
だ
け
で
な
く
、
市
民
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
め
て
幅
広
く

声
を
か
け
て
、
様
々
な
人
に
目
の
つ
く
よ
う
に
知
ら
せ
た
ら
ど
う
か
。

〇
研
究
会
・
支
部
教
研
の
工
夫

・
会
員
減
少
・
高
齢
化
の
課
題
。

・
研
究
会
の
在
り
方
を
４
年
か
け
て
検
討
し
た
と
い
う
報
告
。
体
制
づ
く

　

り
確
認
の
具
体
的
な
状
況
は
？

　

↓　

継
続
的
に
行
っ
て
き
た
活
動
で
あ
っ
て
も
回
数
を
減
ら
す
、
役
員

　
　

体
制
も
実
情
に
応
じ
て
考
え
る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
に
し

　
　

た
。
持
続
可
能
な
研
究
会
を
大
事
に
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
で
き
る

　
　

範
囲
で
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
。

・
従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な
工
夫
は
？

　

↓　

グ
ル
ー
プ
メ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
役
員
内
で
共
有
す
る
な
ど
、
情
報

　
　

共
有
を
意
識
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
立
ち
上
げ
を
検
討
中
。

　
　

教
材
の
ア
ッ
プ
な
ど
。
興
味
あ
る
人
が

　
　

ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
教
材
の
共
有
が
で

　
　

き
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
教
文
活
動
は
教
員
の
輪
の

　
　

中
だ
け
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
。

　
　

業
種
の
枠
を
超
え
て
、
情
報
交
換
を　

　
　

図
っ
て
い
る
。

〇
支
部
の
状
況
は
ど
う
か
。

・
中
身
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
引
き
受
け

　

た
経
緯
あ
り
。
来
年
度
の
引
継
ぎ
に
も
不

　

安
が
あ
る
。

・
支
部
研
究
会
を
開
け
な
い
研
究
会
が
あ
っ

　

た
。

・
新
任
者
に
声
を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
。

・
な
か
な
か
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

　

数
校
が
集
ま
っ
て
食
事
す
る
だ
け
で
も
い
い
機
会
に
な
っ
た

・
集
ま
れ
な
い
こ
と
で
計
画
も
難
し
い
。
異
動
が
あ
っ
た
あ
と
、
ど
う
な

　

る
か
不
安
。

・
教
文
に
つ
い
て
知
ら
な
い
か
ら
入
る
に
至
ら
な
い
と
い
う
印
象

・
校
務
で
現
場
は
カ
ツ
カ
ツ
感
。
長
を
や
ら
さ
れ
る
な
ら
会
抜
け
ま
す
と

　

い
う
声
も
あ
る
。

・
若
い
人
は
や
ら
な
い
し
…
や
ら
な
く
て
も
済
ん
で
し
ま
う
。

・
職
員
も
減
っ
て
い
る
た
め
に
役
員
を
出
せ
な
い
。
何
を
や
っ
て
い
る
か

　

わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
校
内
外
へ
の
発
信

　

が
重
要
に
な
る
。

６
．
ま
と
め
と
閉
会
あ
い
さ
つ
（
田
澤
教
文
議
長
）

・
こ
こ
で
の
情
報
・
ご
意
見
・
知
見
を
共
有
で
き
て
あ
り
が
た
か
っ
た

・
情
報
交
流
が
研
究
活
動
の
一
助
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

・
参
加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り
を
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
、
活
動
を
つ
な
げ

　

て
い
き
た
い
。

教文通信写真館　（つづき）
空気の屈折率　＜　寒天（水）の屈折率　＜　ガラスの屈折率≒油の屈折率
＜ダイヤモンドの屈折率
寒天で作った凸レンズの周りにサラダ油を入れたのが右の写真です。光を集
めず、光を広げている様子がおわかりでしょうか。

エッセイの続き
光の通り道は見えづらいので、いろいろな工夫をします。水は、石鹸水等に
すると見やすくなります。今回は、寒天で白いので見やすくなっています。
ついでに、固まって一石二鳥。サラダ油はアクリル絵の具をほんの少し溶か
すと、光の通り道が見やすいです。空気も、煙を充満させるとわかりやすく
なります。雲の隙間から太陽光が、空気中のチリや埃で散乱して見える「天
使のはしご」と呼ばれる自然現象と同じような状況です。左の写真は、物理
分野のレンズについて説明する時に使うものです。ガラスでは、レンズの中
の光の通り道がわからないので、寒天でレンズを作ってみました。
見えないものを見やすくしたい。さらに、もうひと工夫。実習教員の仕事の
楽しいところです。

期間限定（3 月末まで）アーカイブ配信
☆ダイジェスト版　　　☆全編（インデックス付）

パスコード : fb7ZLG1_　パスコード : fb7ZLG1_　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
情
報
等
必
要
な

方
は
教
文
事
務
局
ま
で

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
問
合
せ
を

※研究会報告は次年度
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書
籍
紹
介
　

日
本
の
民
主
教
育

大
月
書
店

岩
波
書
店　

　

翻
刻　

世
界
創
刊
号
│
│
昭
和
二
十
一
年
一
月
号26

／
２
／
２

岩
波
書
店　

岩
波
現
代
文
庫

　

増
補
も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
尊
皇
攘
夷
思
想
の
た
め
に

23
／
２
／
15

今
こ
の
時
だ
か
ら
︑
読
む

戦
後
80
年
、
子
ど
も
の
不
登
校
や
い
じ
め
、
虐
待
、
教

職
員
の
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
な
ど
取
り
巻
く
状
況
は

深
刻
化
し
て
い
る
が
、憲
法
９
条
、子
ど
も
の
権
利
条
約
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
確
信
を
も
ち
、
今
を
語
り
、
夢
を

語
り
、
未
来
を
語
っ
た
３
日
間
の
報
告
集
。

全
体
会
記
念
講
演
「
難
民
の
声
、
家
族
の
歴
史
か
ら
考

え
た
﹃
共
に
生
き
る
と
は
何
か
﹄」（
安
田
菜
津
紀
さ
ん
）、

各
分
科
会
報
告
な
ど

教
文
会
員
特
価

１
︐
０
０
０
円

定
価
３
︐
０
８
０
円
→

購入ご希望の方は
事務局までご連絡を


